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零葉コレクション」から Jacobus de Voragine (1230?-1298): Legenda aurea
及びその類書、例えば Leben der Heiligen1など、いわゆるカトリックの
聖人にまつわる伝説書の零葉について報告する。前稿ではこのコレクショ










2を含むドイツ語版 7、合せて 8点の刊行本からの 40葉である。
1　 Leben der Heiligen「聖人たちの生涯」のタイトルで刊行された聖人伝
には、G.ツァイナ （ーアウクスブルク /1472年）、A.コーベルガ （ーニュ
ルンベルク /1488年）、J.シェーンスペルガー（アウクスブルク /1496
年）などがある。 
2　 本誌第 11号所載の鈴木秀子氏論文、特に 198-203頁「所蔵リスト」
を参照されたい。そのうち、51が当該の 4葉である。因みに本コレ
クションの購入時に添付されたリストの記述は以下の通り。  
　Heiligenleben.   Strassburg, Grüninger, [?date]  
　8 leaves with woodcuts, plus one coloured cutting　（8は 3の誤記述）
ドイツ語版 3   （22004-13169-a/b～ 13187-a/b） 
Ⅳ．『Legenda aurea // 黄金伝説』
ヨーハン・ベムラー（アウクスブルク）1480年
15-① (13169)-b　教皇 聖ウルバヌス　（5月 25日）
















参考：伝説 72章 /LCI Ⅷ 513ff./LNH 811f.//vgl.:伝説 163章 //
15-② (13169)-a　ローマの聖女ペトロネラ　（5月 31日）
冒頭に表題 Von sant Petronella「聖女ペトロネラ伝」。続いて装飾大文













参考：伝説 73章 /LCN Ⅷ 157/LNH 653/Schedel CⅦ裏 //
16-① (13170)-b　ニュルンベルクの隠者 聖ゼバルト　（8月 19日）








参考：LCI Ⅷ 316ff./LNH 735/Schedel CLⅫ裏 //
516-② (13170)-b/a　アイヒシュテトの聖ウィリバルト　（7月 7日）
b面末尾に表題 Von sant Wilbolt「聖ウィリバルト伝」。a面冒頭に装飾
大文字 D[er heylig herre sant Wilbolt ist von edlem geschlechte geborê 










参 考：LCI Ⅷ 615f./LNH 857/LThK X 918f.//vgl.:(Reichart) LCI Ⅷ 
266f./LNH 709//(Wunibald) LCI Ⅷ 632/LNH 866/LThK X 1266//
(13170)-b (13170)-a




















参考：LCI Ⅴ 68ff./LNH 119//vgl.:(Vrsus) LCI Ⅷ 527/(Theonestus) LCI 
Ⅷ 459f./LNH 785/(Aureus/Auräus) LCI V 293/LNH 152f//
717-② (13171)-b/a　聖アカツィウスとアルメニアの一万人の殉教者
 （6月 22日）　⇒ 3-② /35-③ /36-② /
b面末尾に表題 Von den zehentausent martrern「一万殉教者伝」。a面冒















参考：LCI V 16ff./LNH 109//
(13171)-b (13171)-a
818-① (13172)-a/b　パレストリーナの聖アガピトゥス　（8月 18日）










参考：LCI V 43/LNH 116//vgl.:Schedel CXⅧ表 //
18-② (13172)-b　クレルウォーのベルナール　（8月 20日）
挿絵上に表題 Hienach saget es von des heyligen herren sant Bernharts 
leben「ここから聖ベルナールの生涯が語られる」。挿絵右に装飾大文字

























20人を蘇らせた。またクララ没後 2年、教皇アレクサンデル四世 Der 
heilig Alexander der vierd bapst（在位 1254-61）がクララを讃え、枢機
卿、司教、他の聖職者たちを集めて彼女の結婚式を行ったところ、今
後は毎年聖ラウレンティウス sãt Laurenczêの祝日（8月 10日）の 3日
後に行うよう告げられたという。
参考：LCI Ⅶ 314ff./LNH 193/LThK Ⅵ 314//
10
19-② (13173)-a/b　ローマの聖ヒポリュトゥス　（8月 13日）
a面挿絵右に表題 Von dem lieben heilige sant Yppollito sein lebê「聖ヒ
ポリュトゥス伝」。その下、本文冒頭に装飾大文字 D[er lieb herr Sant 




ら聖体 unsers herren leichnamを拝領したところを捕えられ、デキウ









a面冒頭に表題 Von sant Ciriaco「聖キュリアクス伝」。挿絵右に装


















参考：伝説 110章 /LCI Ⅵ 16ff./LNH 203/LThK Ⅲ 118f.//  
(13174)-a (13174)-b
12
21 (13175)-a/b　使徒 聖バルトロマイ　（8月 24日）
a面冒頭に装飾大文字 D[er lieb zwölff pot sant bartholomeus der was 







































冒頭に表題 Von dem lieben herrn sant Vlrich「聖ウルリヒ伝」。続いて
挿絵右に装飾大文字 D[Er lieb herre sant Vlrich was…]「聖ウルリヒは
ドイツの高貴な身分の家に生まれた。父フバルドゥス Hůbaldusはディ


















参考：LCI Ⅷ 507ff./LNH 807f./LThK X 454ff.//vgl.:Schedel CLXXX裏 //
23 (13177)-a/b　フォルミアの聖エラスムス　（6月 2日）
冒頭に表題 Von sant Erasmo dem heyligen bischoff「司教 聖エラスムス

























参考：LCI Ⅵ 156ff./LNH 252/LThK Ⅲ 955//vgl.:Schedel CXXⅣ裏 //
24 (13178)-a/b　オリニイ =シュル =オアーズの聖女ベネディクタ
 （10月 8日）
伝承によると、365年頃の 10月 8日、北フランスのオリニィ /アン
Origny/Aisne（今日の Origny-Sainte-Benoîte）で殉教。本零葉は聖女
の事績を数頁に渡り詳述する。




























参考：LCI V 365/LNH 161f./LThK Ⅱ 170//
18
25-① (13179)-b　皇帝 聖カルル（カルル大帝）
 （1月 28日および 7月 27日または 30日）
冒頭…Do fůr sein sel zů den ewigen freüden…「こうして彼の魂は永遠
の悦びへと旅立ち、人々は彼をアーヘン Acheに手厚く葬った。そし

















参考：LCI Ⅶ 276ff./LNH 478//vgl.:Schedel CLXⅦ表 //
19
25-② (13179)-b/a　アンティオケイアの乙女　（4月 28日または 29日）
 ⇒ 2-② /
b面末尾に表題 Von einer heyligen junckfrauen「聖処女伝」。続いて a面





































b面末尾に表題 Von sant Theodosia「聖テオドシア伝」。a面冒頭に装飾



































参考：伝説 24章 /LCI V 58ff./LNH 118//vgl.:LCI Ⅶ 337(Konstantina) /





b面末尾に表題 Von sant Vincencz「聖ウィンケンティウス伝」。a面冒


































































また挿絵上に表題 von sant Theodorus「聖テオドロス伝」。続いて装飾
大文字 S[Ant Theodorus was …]「聖テオドロスはキリスト教徒で、神
を愛し、日夜祈りと断食と…によって神に仕え…」と他の聖人にも共
通の導入となっている。





















2行目末尾に表題 Võ sant Crisanto「聖クリュサントス伝」。次行に装飾
































a面 2行目に表題 Von sant Agaton「聖アガトン伝」。次行に装飾大文字





























参考：LCI V365、Ⅵ 7/LNH 161f.//vgl.:伝説 82章 /LCI Ⅶ 193ff./LNH 
442f.//
29













サラミスの司教エピパニオス bischoff Epiphanio （315? - 403）が大修
















参考：伝説 170章 /LCI Ⅶ 144//







頁中ごろに表題 Von sant Moyses「聖モーセス伝」。続いて装飾大文字





















参考：伝説 39章 /LCI V44ff./LNH 116/Schedel CXX表 //
32-② (13186)-a/b　カエサリアの聖女ドロテア　（2月 6日）
a面中ほどに表題 Von der heyligen junckfrawen sant Dorothea「神聖


































司教が「神が内側もそのようにして下さるとよいですねWolt got das es 
jnnen wäre」とやりかえしたことなどが続く。
33-② (13187)-a　エジプトの大修道院長 聖アルセニウス　（7月 19日）
挿絵上に表題 Von sant Arsenio「聖アルセニウス伝」。続いて装飾大文


















参考：伝説 172章 /LCI V251f./LNH 148f./Schedel CXXXⅢ表 //
34
ドイツ語版 4 （22004-13188-a/b～ 13189-a/b）
V．『Legenda aurea // 黄金伝説』
ルートヴィヒ・フォン・レンヒェン（ケルン）　1485年





















司教聖カシアヌスの墓参 sent cassiaens des bysscofs grafをした際の出
来事、そしてラヴェンナ rauennenでウァレンティニアヌス valencianus
と皇母プラキダ koninginne placidaの歓迎を受けた際の奇跡とゲルマ
ヌスの言行、その七日後の 430年 in de iair cccc ind xxxにゲルマヌス
が亡くなったこと、ウェルチェリ司教聖エウセビウス sent eusebius de 
bysscoff vã verselayの教会の献堂式でゲルマニウスの遺体が行った奇
跡。このエウセビウスを、ウァレンス帝 keiser Valens（在位 364-78）
治下の同じウェルチェリ司教、大エウセビウスと混同しないようにと
念を押して、聖ゲルマヌス伝は終る。
参考：伝説 102章 /LCI Ⅵ 399ff./LNH 316/Schedel CXLⅧ表 //
34-② (13188)-a　聖アブドンと聖セネス　（7月 30日）
左欄挿絵上に表題 Von Abdon ynd sennes「アブドンとセネス伝」。挿絵
下に装飾大文字 A[Bdõ ynde sẽnes hain geledẽ onð dẽ keiser decio…]「ア
ブドンとセネスはデキウス帝のもとで殉教し…」。ローマに征服されたバ
ビロニア babyloniẽの副王 grois furstenだったふたりは、この町で拷問に
より殺されたキリスト教徒 kerstẽ の亡骸を埋葬したとして、ローマに送
られる。キリスト教を信奉する二人は棄教を迫られた後、二頭のライオ





参考：伝説 101章 /LCI Ⅴ 4f./LNH106/Schedel CXX表 //
36
34-③ (13188)-a　マカバイの七兄弟　（8月 1日）
右欄挿絵上に表題 Dye legend vã dẽ sevẽ machabeen「マカバイの七兄









参考：LCI Ⅲ（1971）144f.,Ⅷ 343f./LNH 535f.//















バルナバがミラノの初代司教 der …eyrste bysscoff van melanenだった
とも伝える。


























に委ねる。「我らの主の 287年に in dem iair ons heren…cc･ynd･lxxxvij
に施政を始めたディオクレティアヌスのもとで」。
a 面挿絵上に表題 Dye legend van sent vitus ynd modestus「聖ウィ
トゥスと聖モデストゥス伝」。挿絵下に装飾大文字 V[Itus was eyn seer 





参考：伝説 77章 /LCI Ⅷ 579ff./LNH 836ff.// 
35-③ (13189)-b　聖アカツィウスとアルメニアの一万人の殉教者
 （6月 22日）　⇒ 3-② /17-② /36-② /





36-① (13198)-a　マインツの聖アルバヌス　（6月 21日）⇒ 3-① /17-① /
 
上部欄外に Das ccclxxx blat「第 380葉」。なお、17-①を参照のこと。
39
36-② (13198)-a/b　聖アカツィウスとアルメニアの一万人の殉教者
 （6月 22日）　⇒ 3-② /17-② /35-③ /
a面挿絵上に表題 Von den zehentausent marterern「一万人の殉教者伝」。
挿絵下に始まり b面に続く翻訳文は 3-②、17-②とほぼ同じである。b
面上部欄外にも表題。なお、17-②を参照。
ドイツ語版 6 （22004-07687-a/b～ 07689-a/b）
Ⅶ．『Heiligenleben // 聖人伝』
印刷工房および所在地、刊行年不明
1★ . 低地ドイツ語訳であるところから、印刷工房の所在地はケルンを含 
 むドイツ北部、あるいはオランダか。ヴォラギネ『黄金伝説』のか 
 なり忠実な翻訳を含む
2. 各葉とも二段組み 47行。印刷面 225㎜×145.5㎜、  
 挿絵 75㎜×150㎜（左側面に 8㎜幅のボーダーを含む）
3. 各葉上部欄外、左ページに Van Sunte、右ページに聖人名を続けて 




 ⇒ 8-② /
高貴な家の出の、兄弟とも伝えられる聖人たちの伝記の末尾。Do wart 






37-② (07687)-a/b　使徒 聖シモンと聖ユダ　（10月 28日） ⇒ 8-③ /
挿絵上に表題 Vã sũte Simone vñ Juda dĕ aposto「使徒聖シモンと聖ユ
ダ伝」。挿絵下左段に装飾大文字 S[ymon chananeus vnde Judas/de ok 
thadeus ghenœmet wert/…]「熱心党のシモンとタダイとも呼ばれるユ
ダは共に聖小ヤコブの兄弟 broedere des …sunte Jacobsで、母はクレ





















































unde ga to deme water Samon/dar schaltu den hylligen licham sunthe 









参考：伝説 153章 /LCI Ⅷ 239f./LNH 691//vgl.:Schedel CXXⅥ表 //
39-② (07689)-a　レーゲンスブルクの司教 聖ウォルフガング　（10月31日）
挿絵上に表題 Van Sunte wolfgango「聖ウォルフガング伝」。挿絵下






























1★ . 高地ドイツ語訳。シュトラースブルクのヨーハン・グリューニンガー 
 /JohannGrüninger （活躍時期：1482-1531）の工房作か
40 (07690-a/b)　エジプトの聖マカリウス　（1月 15日）
b面中央に切り貼りにより、Hie kam der teuffel für Macharius zellẽ vñ 















伝説   ヤコブス・デ・ウォラギネ /前田敬作 他訳『黄金伝説』  
　全 4巻　人文書院 /1979-1987
   Die Legenda aurea des Jacobus de Voragine   
 Aus dem Lateinischen übersetzt von Richard Benz
 Gerlingen(Lambert Schneider im Bleicher Vlg.)/1997
LCI    Begründet von E. Kirschbaum:Lexikon der christlichen  
　Ikonographie Bd. 5-8　Freiburg i. Br. (Herder)/1973-1976
LNH   O. Wimmer/H. Melzer:Lexikon der Namen und Heiligen  
　Innsbruck, Wien(Tyrolla-Verlag)/1988
LThK   Lexikon für Theologie und Kirche   in 10 Bänden  
　Freiburg i. Br.(Herder) /1957-1965(2.Aufl.)
Schedel   Hartmann Schedel:Weltchronik 1493  
　Köln, N.Y. , London, Tokio(Taschen)/2001(Nachdruck)
教会史   エウセビオス /秦剛平 訳『教会史』全 3巻  
　山本書店 /1986
フランク史  トゥールのグレゴリウス /杉本正俊 訳『フランク史』  
　新評論 /2007  






0または 1で始まる 5桁のナンバーが付される。本稿ではこれに従って File 
No.を表記した。上記 2点の拙稿についても、今後機会を得て同様の訂正を
する予定である。
